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N -(3 ーヒドロキシピコリニル)ースレオニルー D- ロイシルプロリルザルコシルアラニル
アラニンスレオニンラクトンが容易に合成できる事を明らかにした。 ここでの合成の特徴は最
初に， ペプチド結合形成反応により環状部分を合成し， 最後に N 末端に 3 ーヒドロキシピコリ
ン酸を導入する方法であり，環状部分の合成には 1 )ザルコシンとロイシンとの聞での環化，
2 )スレオニンと D- ロイシンとの間での環化，という二通りの方法で行ない，いづ、れの合成経路で、






ナマイシン， オステオグリシン B などに含まれている構成アミノ酸の一つであり，ベンジルオキ
シカルボニル誘導体をエフェドリンを分割剤として収率よく分割した。合成中間体であるエステルフ
ラグメント， 0 -(第三プトキシカルボニルフェニルグリシル) -N- ベンジルオキシカルボニル













らに N- ベンジルオ.キシカルボニル 0- アシルヒドロキシアミノ酸第三ブチルエステルをヒドラジ
ン処理して， 0ーアシル基を選択的に除去して，デヒドロアミノ酸の生成やラセミ化を伴うことなく，
ペプチドラクトン合成の重要な出発物となり得る N- ベンジルオキシカルボニルヒドロキシアミノ酸
第三ブチルエステルを合成する一般的方法を見出した。これらの結果を応用して，ラクトン結合をま
ず形成させた後最後にペプチド結合形成によって環化させるという合成方針に基づいて，抗生物質エ
タマイシン類似化合物の全合成に成功した。エタマイシンの全合成は既に米国において報告されてい
るが，その類似化合物が独自の方法で，ここに合成されたことは，ペプチドラクトン抗生物質の構造
.活性相関の考察に直接貢献するものである。
以上のように，同君の保護基の選択的脱離法の開発とこれを用いたペプチドラクトンの合成法の研
究はペプチド化学に対する一つの貴重な寄与であり，理学博士の学位論文として十分価値あるものと
認められる。
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